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特別プログラム⼀一覧

傷を治すプロフェッショナル
きれいに傷を治す、

治りにくい傷を治す、

それは形成外科に課せられた使命。



きれいに傷を治すきれいに傷を治す ピリカ ホール

 特別講演 　きれいに傷を治す　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学　貴志和生先生　きれいに傷を治す　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　慶応義塾大学　貴志和生先生

本特別講演では「きれいに傷を治す」を主題に、これまでのご経験・ご研究を、演者の先生に御発表いただき
ます。

 パネル1 VTR 　単純縫縮 vs 局所皮弁・Z形成術　単純縫縮 vs 局所皮弁・Z形成術

　

「単純縫縮　vs　局所皮弁・Ｚ形成術」と題したパネルディスカッションを企画しております。顔面などの露
出部における瘢痕や腫瘍などに対する外科的治療では、単純切除縫合がよいのか、局所皮弁（Z,W-plastyを含
む）がよいのかなど日常診療においても判断に迷うことが多いところです。本セッションでは “傷を治すプロ
フェッショナル”として、演者の先生方には、これまでの経験から症例をいくつか提示していただき、ご発表
いただきます。

 パネル2 VTR 　陥入爪治療のこだわり　陥入爪治療のこだわり

「陥入爪治療のこだわり」と題したパネルディスカッションを企画しております。陥入爪あるいは巻き爪は、
日常診療でもっとも遭遇することが多い疾患です。患者はよりキレイに、より簡単に、より痛みなく、
downtimeはなるべく少ないことを望みます。それに応じるようにこれまで手術から保存的療法まで多くの方
法が報告されてきました。演者の先生方には、それぞれ陥入爪あるいは巻き爪の治療における技術やお考えな
どを、ご発表いただきます。

 パネル3 VTR 　小耳症手術におけるドレッシング　小耳症手術におけるドレッシング

「小耳症におけるドレッシング」と題したパネルディスカッションを企画しております。小耳症の手術におい
ては、よりよい結果のために、さまざまな工夫がされています。そのなかのひとつとして、術直後からの保定
期間におけるドレッシングは、非常に重要なパートを占めると考えます。本セッションはそのドレッシングに
フォーカスをあて、ドレッシングにおいて日頃工夫されていることを中心に演者の先生方にご発表いただきま
す。

 パネル4 VTR 　Less scar を目指した皮膚良性腫瘍・母斑の治療法　Less scar を目指した皮膚良性腫瘍・母斑の治療法

「きれいに傷を治す」をテーマのひとつに掲げ、「Less scar を目指した皮膚良性腫瘍・母斑の治療法」と題
したパネルディスカッションを企画しております。粉瘤、色素性母斑などに代表される皮膚良性腫瘍の外科的
治療では、疾患が良性であるからこそ、より傷跡を残さずに治療するのが形成外科医の使命のひとつと考えら
れます。本セッションでは、“傷を治すプロフェッショナル”として、これまでのご経験から症例をいくつか提
示していただき演者の先生方にご発表いただきます。

 パネル5 VTR 　Revisit to expander　Revisit to expander

「Revisit to expander」と題したパネルディスカッションを企画しております。より高度な整容的再建を行う
ために開発されたエキスパンダー手術は、様々な部位における形成外科手術に広く応用されてきました。本
セッションではエキスパンダー手術の効用を再確認するため、その適応や術式の工夫および整容的改善をはじ
めとする手術成績について、演者の先生方に、ご発表いただきます。
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治りにくい傷を治す治りにくい傷を治す カムイ ホール

 特別講演 　治りにくい傷を治す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸大学　寺師浩人先生　治りにくい傷を治す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　神戸大学　寺師浩人先生

本特別講演では「治りにくい傷を治す」を主題に、これまでのご経験・ご研究を、演者の先生に御発表いた
だきます。

 パネル1 VTR 　陰圧閉鎖療法～私の工夫　陰圧閉鎖療法～私の工夫

「陰圧閉鎖療法～私の工夫」と題したパネルディスカッションを企画しております。陰圧閉鎖療法は以前より
各施設における様々な方法が報告され、2010年にはVACシステムが保険適応となり、慢性創傷をはじめ様々
な種類、部位の創傷に応用されております。本セッションでは“傷を治すプロフェッショナル”として、これま
でのご経験から症例をいくつか提示していただき、演者の先生方にご発表いただきます。

 パネル2 VTR 　術後瘻孔閉鎖に対する考え方　術後瘻孔閉鎖に対する考え方

「術後瘻孔閉鎖に対する私の考え方」と題したパネルディスカッションを企画しております。術後瘻孔は時に
難治化し、骨や重要な血管などの深部組織や体内異物の露出など大きな問題となることがあります。本セッ
ションでは、“傷を治すプロフェッショナル”として、頭頸部や体幹、四肢における各種再建術後に生じた瘻
孔閉鎖に対するストラテジーをご紹介いただき、演者の先生方のお考えをご発表いただきます。

 パネル3 VTR 　人工真皮の有効利用　人工真皮の有効利用

「人工真皮の有効利用」と題したパネルディスカッションを企画しております。人工真皮は既に様々な部位お
よび各種疾患による皮膚欠損創に多く使用されており、最近では細胞増殖因子との併用療法などの新たな工
夫も試みられているところです。本セッションでは“傷を治すプロフェッショナル”として、これまでのご経験
から症例をいくつか提示していただき、演者の先生方にご発表頂きます。

 パネル4 VTR 　ケロイドの治療戦略　ケロイドの治療戦略

「ケロイドの治療戦略」と題したパネルディスカッションを企画しております。ケロイドは、痛みや痒み、醜
状などの症状や、手術後の再発など治療に抵抗性であるという問題があります。当分野における日本のトッ
プランナーの先生方にパネリストとしてご講演いただき、ステロイド療法、放射線療法、レーザー療法など
様々な治療戦略について活発な討論を行いたいと考えております。

 パネル5 VTR 　下肢～足切断術の新しいアプローチ　下肢～足切断術の新しいアプローチ

「下肢～足切断術の新しいアプローチ」と題したパネルディスカッションを企画しております。生活習慣病の
増加、高齢化社会に伴い、下肢～足の糖尿病性潰瘍･虚血性潰瘍の症例が増加しているのは広く知られるとこ
ろです。これらの症例に対しては、形成外科のみならず、循環器科など様々な科とのコラボレーションにより
救肢を試みつつも、止む無く患肢の切断にいたることがあります。しかしながら、大腿、下腿および足部の
切断術に関しては、整形外科より提案された、以前からの方法が踏襲されているのが現状です。本セッション
では、形成外科領域において、これまで発展してきた皮弁術およびangiosomeに基づいた末梢循環の知見を
応用した下肢～足切断術における工夫や方法について、先生のご見解ならびにご経験を、演者の先生方に、
ご発表いただきます。

 特別パネル 　傷の評価と治療法の選択　pros and cons　　　　　傷の評価と治療法の選択　pros and cons　　　　

本学会におきましては、「傷の評価と治療法の選択 pros and cons」と題した特別パネルディスカッションを
企画しています。昨今、キズの専門家ではない医師による記事や情報が氾濫している憂慮すべき状況がありま
す。キズを専門とする本学会としても討論する場をもち、学会としてコンセンサスを確立することが必要だろ
うという御提案がございました。そこで、今回あえてこの最も基本的なテーマを討論し、専門家として一致
した情報を一般に提供・啓蒙すべく特別プログラムを企画いたしました。本セッションでは、日常診療にお
いて判断を誤りやすい傷の症例、pitfallとなりがちな症例、典型的な症例、教訓的な症例、興味深い症例など
を2～3例ご提示いただき、どのような評価をし、どのように考え、どのような保存的あるいは外科的治療を
行ったか、そしてどのような経過をとったかなど、 “傷を治すプロフェッショナル”として、演者の先生方に
ご発表いただきます。
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